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もっと小美玉を語りたくなるマガジン
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第２０６号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

他の職員の方に見守られな

がら、燃やすごみを投入する

プラットホームで撮影。車両

が入ると安全確保の声掛けを

するなど、撮影中でも安全意

識の高さを感じました。

今月の表紙＃循環型社会

＃ゼロカーボンシティ

＃再生可能エネルギー

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
へ
。

　
令
和
３
年
４
月
に
新
広
域
ご
み
処
理
施

設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
霞
台
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
み
ら
い
」
。
小
美
玉
市
、
石
岡
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
、
茨
城
町
の
４
つ
の
自

治
体
で
構
成
す
る
霞
台
厚
生
施
設
組
合

が
一
般
廃
棄
物
処
理
の
拠
点
と
し
て
整
備

し
た
施
設
で
す
。最
新
技
術
を
導
入
し
、

公
害
防
止
基
準
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
飛

灰
量
の
削
減
や
資
源
化
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
を
燃
や
し
た
熱
で
発
生

す
る
蒸
気
を
利
用
し
た
発
電
設
備
を
持
つ

な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
と
し

て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
地

球
温
暖
化
対
策
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
未
来
に
向
け
た
環
境
学
習
が
で
き
る

体
験
型
学
習
機
能
を
備
え
、
世
界
的
課
題

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
注
目
さ
れ
る
中
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
循
環

型
社
会
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
上
昇
中
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
「
ご
み
処
理
量
の
う

ち
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
割

合
」
と
環
境
省
が
定
義
し
て
い
ま
す
。
市

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
３３
％
｟
令
和
３
年

度
｠
と
、
県
内
で
３
番
目
の
高
さ
に
な
り

ま
し
た
。
霞
台
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
み
ら

い
で
は
草
木
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
、
燃
焼
に
よ
っ
て
残
る
灰
も

100
％
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
率
が
向
上
し
た
だ
け
で
な
く
、
最
終

処
分
量
も
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

＃循環型社会？

＃ゼロカーボンシティ？

2050年までに、二酸化炭素や

メタンガスなどの温室効果ガス

（カーボン）の排出量を実質ゼロ

にすることを目指すと宣言した自

治体のこと。小美玉市は令和2年

7月28日に宣言しました。

＃再生可能エネルギー？

水力、風力、地熱、バイオマス、太

陽光など、一度利用しても比較的

短期間に再生が可能で、資源が

枯渇せずに繰り返し利用できる

エネルギーのこと。資源に限りの

ある化石燃料とは異なり、発電

時に地球温暖化の原因となる二

酸化炭素を排出しないため、環

境にやさしいエネルギーです。

廃棄物を最小限に抑え、有限な

天然資源を効率的に利用するこ

とで消費を抑制し、環境への負

荷ができる限り低減された社

会。実現に向けて３Ｒの推進など

の取り組みがあります。

※３R　①発生抑制（リデュース：Reduce）

②再使用（リユース：Reuse）

③再利用（リサイクル：Recycle）

■市町村別のリサイクル率（令和3年度実績）■最終処分量の推移（小美玉市）

環境省の定義したリサイクル率では、熱回収・利用（サーマル・リサイクル）はリサイクル量として含まれていません。

出典：令和３年度一般廃棄物処理事業実態調査（環境省）
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ごみを循環する！

資源回収率は７９.45％

搬入されたごみは焼却と資源に分けられます。

焼却後に残った灰は建築資材などに再利用され

ます。 ペットボトル ・カン金属などの資源物は破

砕 ・磁選別 ・手選別などさまざまな工程を経て

リサイクルされます。 搬入された資源物の資源

回収率は79.45％になります。

コスト削減！

DBO 方式の管理 ・ 運営！

発注者が資金を調達して、 設計 （Design） ・ 建

設 （Build） ・ 運営 （Operate） を事業者が実

施する DBO 方式 （公設民営方式） で建設され

ました。 これによりコストパフォーマンスが高く、

事業全体のコスト削減を実現しています。

ごみ焼却で発電！

地産地消エネルギー！

蒸気タービン発電機を導入して、 焼却で発生し

た熱を利用して発電しています。 発電した電力は

組合を構成している自治体の小中学校や公共施

設で使われます。 余った電力で得る収入は約３

億７千万円で、 運営費などに充てられます。

施設概要

／高崎１８２４番地２

／約34,870㎡

／約12,760.78㎡

／ピット階・地上6階、鉄骨鉄筋

　 コンクリート造

／ごみ焼却施設、リサイクルセンター

／153億円（税抜/設計・建設業務）

所 在 地

敷 地 面 積

延 床 面 積

構 造 ・ 規 模

設 備

建 設 工事 費

環
境
に
や
さ
し
く
資
源
を
回
す

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
へ
。
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搬
入
さ
れ
た
資
源
ご
み
を
手
作
業
で

危
険
な
物
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
確
認

し
な
が
ら
仕
分
け
を
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
に
仕
分
け
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
時
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
ご
み
で
も

仕
分
け
る
こ
と
で
資
源
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
お
客
様
が
い
る
場
だ
か
ら
こ

そ
、
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
作
業
し

て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
監
視
・
運

転
を
し
て
い
ま
す
。
破
砕
機
の
状
況
や

お
客
様
の
施
設
内
で
の
動
き
な
ど
を

見
て
、
施
設
内
の
全
体
の
流
れ
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
安
全
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

設
備
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
ス
ム
ー
ズ

な
流
れ
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
意
識

し
て
い
ま
す
。

　
焼
却
施
設
の
運
転
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
焼
却
温
度
や
ボ
イ
ラ
ー
の
蒸
気
量
、

公
害
値
の
確
認
、
ク
レ
ー
ン
の
操
作
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
は
24
時
間

稼
働
し
て
い
る
の
で
４
班
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
焼
却
炉
が
止
ま
る
と

す
べ
て
の
作
業
が
止
ま
る
の
で
、
毎
日

点
検
を
行
い
、
安
全
で
安
定
的
な
焼
却

運
転
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

リサイクル手選別管理

土堂 幸夫さん

リサイクルセンター運転管理

柴 秀一さん

焼却施設運転管理

新井 誠さん

地域還元施設みらい交流館
令和 5年 4月 1日オープン！

みらい交流館は「多世代が集い、交流を育み、憩いとうるおいの地域還元施

設」をコンセプトにした施設です。霞台クリーンセンターみらいで発電した電力を

有効活用して、お風呂やウォーキングプール、トレーニングスタジオ、多目的スタ

ジオなどの施設を入館料500円（小学生は３００円）で利用できます。レストラン

では地元食材を使用したメニューもあり、交流と憩いの場を創出しています。

小美玉市高崎2006番地

0299-57-1626

10：00～20：00

月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

▼ ホームページ

事前にしっかりと取材内容を整理してきた様

子が伺え、記者のように真剣な表情でした。

今回の取材を通して3人の環境に対する意

識が変わることを願っています。大切な地球

環境を守るため市民の皆様にも、ごみの減量

やリサイクルのご協力をお願いします。

取材前のあいさつや、録音前の声かけなど

丁寧な姿勢が素晴らしいなと感じました。建

て替えた理由や職員の男女比率など、幅広い

質問で、取材上手だと感心しました。環境クイ

ズや発電体験では楽しそうな雰囲気で高校

生らしい一面も見せてくれました。

ごみ処理を通じた

未来に向けた環境学習。
霞台クリーンセンターみらいでは、楽しみながら学ぶことができる

体験型学習機能を備えています。施設見学を希望する方は、下記に

お問い合わせください。

小美玉市高崎1824番地２

0299-56-7280

9：00～17：00

土日祝日

■問い合わせ先

　 ヒルサイドレイク環境テクノロジー（株）

私たちが

対応しました
！

茨城県立石岡第二高等学校の生徒がインターン

先に小美玉市役所を選んでくれました！実際に

広報紙づくりを体験してもらうため、霞台クリ－ン

センターみらいへ取材に伺いました。

発電機を持つごみ処理場は全国的にもまだ少ないと言われてます。特に

霞台クリーンセンターみらいの蒸気タービン発電機は自慢の設備。他にも

最先端の設備が導入されているので探してみましょう！

ごみをかき混ぜるクレーン。どこかで見覚えが……。そうです、UFOキャッ

チャーに似ています！ 子どもたちが見学に来ると「このクレーンを操作して

いる人は絶対UFOキャッチャーがうまい！」と盛り上がるそうです。

ペットボトルのラベルやキャップは、職員の方が手作業で処理して、資源化

しやすい状態に。分別してからごみをだすことで職員の方の負担を減らし、

コストダウンにもなります。ごみの分別を心がけましょう！

霞台クリーンセンターみらいの敷地面積は

34,870㎡。発電機能など最新技術を導入

し、環境に配慮した施設の高さは、煙突を含

めるとビル20階分（約６０ｍ）で驚きました。

（取材者：石塚 愛菜さん）

見学では、周辺地域の自然環境を知ること

のできるクイズやパネル、発電体験ができる

コーナーがあります。子どもだけでなく大人

と一緒に楽しく学べる施設です。

（取材者：瀬野 ひまりさん）

家庭ごみは10㎏につき100円で持ち込み

可能。火災を未然に防ぐ為、スプレー缶や

ガスボンベなどが含まれていないかを職員

が手作業で確認。「公平さ」を心掛けている

と言っていたのが印象に残りました。

（取材者：細谷 明那さん）

石岡第二高等学校２年生

細谷明那さん・瀬野ひまりさん・石塚愛菜さんはるな

あいな

霞台厚生施設組合

業務施設課長兼総務課長

髙野 浩通さん
ひろ ゆき

霞台厚生施設組合

総務課　係長

雨貝 三和子さん
み わ こ

DBO方式により設計・建設は「日立造船・極東・株木特定建設工事共同

企業体」が行い、管理運営を「ヒルサイドレイク環境テクノロジー株式会

社」が担っています。循環型社会の構築に向け、安定したごみの適正処

理と資源やエネルギー回収を進めることを使命に取り組んでいます。

分
け
れ
ば
資
源

ス
ム
ー
ズ
な
運
転
を

24
時
間
稼
働
す
る

オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
霞
台
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
。

屋
根
に
柔
ら
か
な
曲
線
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や
最
新
技
術
を
導
入
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
生
活
環
境
と
自
然
環
境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
で
衛
生
的
な
施
設
運
営
を
支
え
る
職
員
。

今
回
、
３
人
の
職
員
の
方
に
お
仕
事
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▼ ホームページ

※インターン記事に掲載している学年や所属は取材日 （令和５年１月２６日） 時点の情報です。

あらい　 まこと

しば　しゅういち

どとう　　  ゆきお
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搬
入
さ
れ
た
資
源
ご
み
を
手
作
業
で

危
険
な
物
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
確
認

し
な
が
ら
仕
分
け
を
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
に
仕
分
け
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
時
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
ご
み
で
も

仕
分
け
る
こ
と
で
資
源
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
お
客
様
が
い
る
場
だ
か
ら
こ

そ
、
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
作
業
し

て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
監
視
・
運

転
を
し
て
い
ま
す
。
破
砕
機
の
状
況
や

お
客
様
の
施
設
内
で
の
動
き
な
ど
を

見
て
、
施
設
内
の
全
体
の
流
れ
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
安
全
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

設
備
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
ス
ム
ー
ズ

な
流
れ
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
意
識

し
て
い
ま
す
。

　
焼
却
施
設
の
運
転
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
焼
却
温
度
や
ボ
イ
ラ
ー
の
蒸
気
量
、

公
害
値
の
確
認
、
ク
レ
ー
ン
の
操
作
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
は
24
時
間

稼
働
し
て
い
る
の
で
４
班
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
焼
却
炉
が
止
ま
る
と

す
べ
て
の
作
業
が
止
ま
る
の
で
、
毎
日

点
検
を
行
い
、
安
全
で
安
定
的
な
焼
却

運
転
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

リサイクル手選別管理

土堂 幸夫さん

リサイクルセンター運転管理

柴 秀一さん

焼却施設運転管理

新井 誠さん

地域還元施設みらい交流館
令和 5年 4月 1日オープン！

みらい交流館は「多世代が集い、交流を育み、憩いとうるおいの地域還元施

設」をコンセプトにした施設です。霞台クリーンセンターみらいで発電した電力を
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ジオなどの施設を入館料500円（小学生は３００円）で利用できます。レストラン

では地元食材を使用したメニューもあり、交流と憩いの場を創出しています。

小美玉市高崎2006番地

0299-57-1626

10：00～20：00

月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

▼ ホームページ

事前にしっかりと取材内容を整理してきた様

子が伺え、記者のように真剣な表情でした。

今回の取材を通して3人の環境に対する意

識が変わることを願っています。大切な地球

環境を守るため市民の皆様にも、ごみの減量

やリサイクルのご協力をお願いします。

取材前のあいさつや、録音前の声かけなど

丁寧な姿勢が素晴らしいなと感じました。建

て替えた理由や職員の男女比率など、幅広い

質問で、取材上手だと感心しました。環境クイ

ズや発電体験では楽しそうな雰囲気で高校

生らしい一面も見せてくれました。

ごみ処理を通じた

未来に向けた環境学習。
霞台クリーンセンターみらいでは、楽しみながら学ぶことができる

体験型学習機能を備えています。施設見学を希望する方は、下記に

お問い合わせください。

小美玉市高崎1824番地２

0299-56-7280

9：00～17：00

土日祝日

■問い合わせ先

　 ヒルサイドレイク環境テクノロジー（株）

私たちが

対応しました
！

茨城県立石岡第二高等学校の生徒がインターン

先に小美玉市役所を選んでくれました！実際に

広報紙づくりを体験してもらうため、霞台クリ－ン

センターみらいへ取材に伺いました。

発電機を持つごみ処理場は全国的にもまだ少ないと言われてます。特に

霞台クリーンセンターみらいの蒸気タービン発電機は自慢の設備。他にも

最先端の設備が導入されているので探してみましょう！

ごみをかき混ぜるクレーン。どこかで見覚えが……。そうです、UFOキャッ

チャーに似ています！ 子どもたちが見学に来ると「このクレーンを操作して

いる人は絶対UFOキャッチャーがうまい！」と盛り上がるそうです。

ペットボトルのラベルやキャップは、職員の方が手作業で処理して、資源化

しやすい状態に。分別してからごみをだすことで職員の方の負担を減らし、

コストダウンにもなります。ごみの分別を心がけましょう！

霞台クリーンセンターみらいの敷地面積は

34,870㎡。発電機能など最新技術を導入

し、環境に配慮した施設の高さは、煙突を含

めるとビル20階分（約６０ｍ）で驚きました。

（取材者：石塚 愛菜さん）

見学では、周辺地域の自然環境を知ること

のできるクイズやパネル、発電体験ができる

コーナーがあります。子どもだけでなく大人

と一緒に楽しく学べる施設です。

（取材者：瀬野 ひまりさん）

家庭ごみは10㎏につき100円で持ち込み

可能。火災を未然に防ぐ為、スプレー缶や

ガスボンベなどが含まれていないかを職員

が手作業で確認。「公平さ」を心掛けている

と言っていたのが印象に残りました。

（取材者：細谷 明那さん）

石岡第二高等学校２年生

細谷明那さん・瀬野ひまりさん・石塚愛菜さんはるな

あいな

霞台厚生施設組合

業務施設課長兼総務課長

髙野 浩通さん
ひろ ゆき

霞台厚生施設組合

総務課　係長

雨貝 三和子さん
み わ こ

DBO方式により設計・建設は「日立造船・極東・株木特定建設工事共同

企業体」が行い、管理運営を「ヒルサイドレイク環境テクノロジー株式会

社」が担っています。循環型社会の構築に向け、安定したごみの適正処

理と資源やエネルギー回収を進めることを使命に取り組んでいます。

分
け
れ
ば
資
源

ス
ム
ー
ズ
な
運
転
を

24
時
間
稼
働
す
る

オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
霞
台
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
。

屋
根
に
柔
ら
か
な
曲
線
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や
最
新
技
術
を
導
入
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
生
活
環
境
と
自
然
環
境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
で
衛
生
的
な
施
設
運
営
を
支
え
る
職
員
。

今
回
、
３
人
の
職
員
の
方
に
お
仕
事
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▼ ホームページ

※インターン記事に掲載している学年や所属は取材日 （令和５年１月２６日） 時点の情報です。

あらい　 まこと

しば　しゅういち
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新
た
な
時
代
に
対
応
す
る

　
２
０
３
０
年
を
目
標
年
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
コ
ロ
ナ
禍

を
克
服
す
る
た
め
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
取

り
入
れ
た
行
政
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
社
会

情
勢
を
的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
新
た
な
時

代
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
総
合
計
画
審
議
会
な
ど
、

議
論
を
重
ね
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
小
美
玉
市
第
２
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
と
は
、
本
市
の
最
上
位
計
画
で

す
。
ど
の
よ
う
な
市
を
目
指
す
の
か
、
そ
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
く
の

か
と
い
っ
た
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
方
向
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
施
策
や

事
業
を
総
合
的
、
体
系
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

本
市
が
取
り
組
む
事
業
は
、
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

小美玉市では、令和５年度からのまちの将来像を描き「新たな時代に対応するまちづくり」を進める

ため、前期基本計画の検証結果や市民の皆さまの意見を踏まえながら「小美玉市第２次総合計画後期

基本計画」を策定しました。

小美玉市第２次総合計画
後期基本計画 2023-2027

※１　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を活用し、人々の生活をより良いものへと変革すること。

※２　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）：国連サミットで採択された 「誰一人取り残さない」社会の実現を目指すための17 個の目標。

▶
後期基本計画をさらに詳しく知

りたい方は市ホームページをご

確認ください。

小美玉新時代を実現する

重点プロジェクト

まち がにぎわう　わいわいプロジェクト

未来を見据えた拠点づくりや産業振興、基盤整備を通して、にぎ

わいと活力にあふれ、わいわい人が行き交うまちを目指します。

01　にぎわい創出プロジェクト

02　活力あるまちプロジェクト

03　新たな基盤づくりプロジェクト

市民協働や子育て支援・教育などの取り組みを通して、市民が地域

のなかで、いきいき暮らせるまちを目指します。

ひとがつながる　いきいきプロジェクト

01　市民協働のまちプロジェクト

02　地域で守る安全プロジェクト

03　地域が育てるひとづくりプロジェクト

04　市民の健康づくり・子育て応援プロジェクト

あしたがひろがる　わくわくプロジェクト

ＤＸ（※１）やＳＤＧｓ（※２）などの時代に対応した新たな取り組みを通し

て、誰もが夢や希望をもって、わくわく過ごせるまちを目指します。

【計画の構成と期間】

総合計画は、「基本構想」・「基本計画」・「実施計画」の３層構造で構成されています。基本構想は１０年間を見据えた計画とし、基本計画は

５年を計画期間に施策や重点的なプロジェクトに取り組みます。実施計画は３年を計画期間に毎年度、取り組み状況や成果を振り返り、改

善点などの見直しを継続的に行います。

01　ＤＸ推進プロジェクト

02　若者が活躍するまちプロジェクト

03　ＳＤＧｓで実現する持続可能な地域づくりプロジェクト

04　職員が変わる・職員の意識向上プロジェクト

ま ち づ く り の将来像

～見つける。みがく。光をあてる。～～見つける。みがく。光をあてる。～

『ひと　もの　地域』が輝き　はばたく『ひと　もの　地域』が輝き　はばたく

ダイヤモンドシティダイヤモンドシティ

小
美
玉
新
時
代
の
実
現

　
今
回
の
後
期
基
本
計
画
で
は
、
各
施
策
及
び

事
業
の
相
乗
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
、

新
た
に
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
づ

け
、
小
美
玉
新
時
代
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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新
た
な
時
代
に
対
応
す
る

　
２
０
３
０
年
を
目
標
年
と
す
る
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Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
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に
向
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取
り
組
み
や
、
コ
ロ
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禍
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克
服
す
る
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の
ニ
ュ
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ノ
ー
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を
取

り
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行
政
運
営
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対
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い
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す
。
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新
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に
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る
ま
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づ
く
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を
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め
る
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、

ワ
ー
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プ
や
総
合
計
画
審
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ど
、
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論
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、
令
和
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和
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年

度
を
計
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間
と
す
る
「
小
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玉
市
第
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総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
と
は
、
本
市
の
最
上
位
計
画
で

す
。
ど
の
よ
う
な
市
を
目
指
す
の
か
、
そ
の
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に
ど
の
よ
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な
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を
行
っ
て
い
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の
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と
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っ
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、
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的
な
ま
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づ
く
り
の
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本
的
な
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と
さ
ま
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な
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野
の
施
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や

事
業
を
総
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的
、
体
系
的
に
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し
て
い
ま
す
。

本
市
が
取
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組
む
事
業
は
、
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

小美玉市では、令和５年度からのまちの将来像を描き「新たな時代に対応するまちづくり」を進める

ため、前期基本計画の検証結果や市民の皆さまの意見を踏まえながら「小美玉市第２次総合計画後期

基本計画」を策定しました。

小美玉市第２次総合計画
後期基本計画 2023-2027

※１　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を活用し、人々の生活をより良いものへと変革すること。

※２　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）：国連サミットで採択された 「誰一人取り残さない」社会の実現を目指すための17 個の目標。

▶
後期基本計画をさらに詳しく知

りたい方は市ホームページをご

確認ください。

小美玉新時代を実現する

重点プロジェクト

まち がにぎわう　わいわいプロジェクト

未来を見据えた拠点づくりや産業振興、基盤整備を通して、にぎ

わいと活力にあふれ、わいわい人が行き交うまちを目指します。

01　にぎわい創出プロジェクト

02　活力あるまちプロジェクト

03　新たな基盤づくりプロジェクト

市民協働や子育て支援・教育などの取り組みを通して、市民が地域

のなかで、いきいき暮らせるまちを目指します。

ひとがつながる　いきいきプロジェクト

01　市民協働のまちプロジェクト

02　地域で守る安全プロジェクト

03　地域が育てるひとづくりプロジェクト

04　市民の健康づくり・子育て応援プロジェクト

あしたがひろがる　わくわくプロジェクト

ＤＸ（※１）やＳＤＧｓ（※２）などの時代に対応した新たな取り組みを通し

て、誰もが夢や希望をもって、わくわく過ごせるまちを目指します。

【計画の構成と期間】

総合計画は、「基本構想」・「基本計画」・「実施計画」の３層構造で構成されています。基本構想は１０年間を見据えた計画とし、基本計画は

５年を計画期間に施策や重点的なプロジェクトに取り組みます。実施計画は３年を計画期間に毎年度、取り組み状況や成果を振り返り、改

善点などの見直しを継続的に行います。

01　ＤＸ推進プロジェクト

02　若者が活躍するまちプロジェクト

03　ＳＤＧｓで実現する持続可能な地域づくりプロジェクト

04　職員が変わる・職員の意識向上プロジェクト

ま ち づ く り の将来像

～見つける。みがく。光をあてる。～～見つける。みがく。光をあてる。～

『ひと　もの　地域』が輝き　はばたく『ひと　もの　地域』が輝き　はばたく

ダイヤモンドシティダイヤモンドシティ

小
美
玉
新
時
代
の
実
現

　
今
回
の
後
期
基
本
計
画
で
は
、
各
施
策
及
び

事
業
の
相
乗
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
、

新
た
に
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
づ

け
、
小
美
玉
新
時
代
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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監査委員の任期満了に伴い、金
か ね こ

子 政
ま さ み

巳 氏 （新任） を選任しました。

■監査委員とは

監査委員は市長から独立した執行機関で、 議会の同意を得て市長

から選任されます。 委員は市の財務管理や事業の経営管理、 行政

運営をチェックし、 住民や議会等が正しく判断する基となる情報を

提供します。

監査委員事務局　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1260）問

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299-48-1111　（内線 1204）問

新しい副市長が就任しました

監査委員を選任しました

4 月 1 日付けで小美玉市副市長に就任いたしました、 深谷一広です。

副市長という職責の重さに身の引き締まる思いです。 これまで茨城

県職員として培った経験を最大限に活かし、 市長が目指すまちづく

り実現のために、 誠心誠意努めてまいります。 また、 コロナ禍で疲

弊した地域経済対策、 少子高齢化や厳しい財政状況に対応した持

続可能な行財政運営の確立は喫緊の課題でもあります。 市民の皆

さまのご意見を賜りながら、 各種施策を着実に進めてまいる所存で

ございます。

3 月 31 日を持ちまして副市長を退任いたしました。 これまで多くの市

民の皆さまのご指導やご支援をいただき、 副市長としての職責を果たす

ことができました。在任中のご厚誼に心から感謝申し上げます。今後とも、

市民の皆さまの幸せな暮らしと市のさらなる発展を願っております。

深
ふ か や

谷 一
かずひろ

広 副市長

略歴

昭和５６年に茨城県庁入庁。政策監、知事公室秘書課長、県議会事務局次長、

県議会事務局長、 県代表監査委員を歴任。 令和 5 年 4 月 1 日から現職。

ひたちなか市在住。

県職員として培った経験を活かし貢献

岡野 英孝 副市長が退任しました
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すみれカラオケ会が寄付

すみれカラオケ会 （谷
や た べ

田部 俊
としひろ

弘 代表 ： 写真左）

からひとり世帯の高齢者福祉のため 29,605 円

の寄付 (3 月 5 日に開催されたチャリティーコン

サートの来場者 ・ 参加者からの募金） をいただき

ました。高齢者福祉のために使わせていただきます。

常陽銀行が防犯ブザーを寄贈

常陽銀行 （秋
あ き の

野 哲
て つ や

也 取締役頭取） から新入学児

童へ、 防犯ブザーを寄贈していただきました。 常陽

銀行は子どもたちの安心 ・ 安全のため、平成１７年

度から毎年防犯ブザーを寄贈しており、今年で１９

回目となります。 （写真中央：笠
か さ は ら

原 実
みのる

 小川支店長）

介護福祉課　高齢者福祉係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 3111）

教育指導課　学務係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2222）

（前列左から） 川島部会長、 細谷組合長、 高野

県央農林事務所長、 島田市長、 小林専務

問 問

農政課　振興係

☎ 0299-４８-１１１１ （内線 1153）

問

にら（小川地区）が茨城県青果物銘柄産地に指定

小川地区の 「にら （ハウス栽培）」 が、 県の青果物銘柄

産地に指定されました。 有効期間は 3 年間で、 平成 10

年に指定されて以来、 ８回目の指定です。 新ひたち野農

業協同組合小川にら生産部会は、 ハウス栽培を中心に、

雨よけ栽培と露地栽培を組み合わせた周年出荷体系を

確立し、 安定したにら生産出荷を実現。 ＦＧ袋 （防曇加

工フィルムの袋） やバラ詰め出荷など、 実需者の要望に

もきめ細かく対応し、 市場から高い評価を受けています。

今後も安全性や品質向上の取り組みにより、 更なる発展

が期待されています。

銘柄産地…食の安全・安心を基本に、 消費者ニーズに対

応した生産出荷に取り組み、 品質などが高く評価された

産地を県が指定する制度。

税込価格畳は最高の床材です！

国産畳表替 　7,700円～

大サイズ

　2,300円アミ戸張替
厚口紙 大サイズ

　2,860円障子張替

　2,750円～襖貼替

☎0299(26)0669
石岡市旭台 1-15-1

私がお伺い
します

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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小川くらしの会が地域の清掃活動を実施しました

■不法投棄のない地域へ

茨城空港テクノパーク（下吉影）で3月17日、小川

くらしの会（大
お お そ ね

曽根 光
み つ え

江 会長）が清掃活動を行

いました。空き缶やペットボトルなどの資源ごみ

や、フライパンや陶器の破片などの危険物を軽ト

ラック1台分、回収しました。

■小川くらしの会の会員になりませんか？

水質浄化、食品ロス、消費問題などの地域課

題の解決に向け、日々ボランティア活動を実

施しています。興味のある方は下記までぜひ

ご連絡ください。

石岡地区交通安全協会が寄贈

石岡地区交通安全協会 （下
し も こ う べ

河邊 賢
けんいち

一 会長） か

ら新入学児童へ、 反射材付きランドセルカバーを

寄贈していただきました。 ４月に入学した児童は、

反射材が光るカバーをつけたランドセルで登下校

をしています。 （写真左 ： 代理 久
く ぼ た

保田 英
ひ で よ

世 さん）

新ひたち野農業協同組合が寄贈

新ひたち野農業協同組合 （細
ほ そ や

谷 博
ひろゆき

之 代表理事

組合長 ： 写真左から２人目） から新入学児童へ、

交通安全黄帽子と連絡帳を寄贈していただきまし

た。 寄贈品は各学校を通して配布し、 児童の学

校生活に役立てます。

教育指導課　学務係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2223）

教育指導課　学務係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2223）

商工観光課　商工企業誘致係　☎ 0299-48-1111　（内線 1162）問

問問

初回の体験日時を公式LINEからご相談ください！

トレーニングジムモアパワー 検索

現役自転車競技選手
全日本自転車競技選手権大会 個人タイムトライアル 2位
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基地 ・ 空港対策課　空港対策係

☎ 0299-48-1111　（内線 2141）

問

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111　（内線 2234）問

スカイマーク株式会社がオリジナル文房具セットを寄贈

小美玉市防犯連絡協議会が 「暴力団ダメ」 漫画を寄贈

スカイマーク株式会社から、 オリジナル文房

具セットが寄贈され、 市内小学校 ・ 義務教育

学校の新入学児童全員にプレゼントされまし

た。

市長室を訪れたスカイマーク株式会社の北
き た み

見

崇
たかし

執行役員兼営業本部長は 「日頃からご支

援 ・ ご協力をいただいている

小美玉市への感謝を込めて寄

贈しました。 新入学される皆

様にスカイマークを身近に感じ

ていただけるとうれしいです」

と話しました。

小美玉市防犯連絡協議会 （上
う え た

田裕
ゆ う じ

司会長：写

真左） から、 暴力団への加入阻止を啓発する

ための漫画冊子 5,000 部を寄贈していただき

ました。 この漫画は、 茨城県警が制作し動画

サイトで公開した漫画 「神様お願いです」 を同

協議会が配布用に冊子にしたものです。

いただいた冊子を市内の中高生に配布すること

により、 子どもたちの正しい判断力を養い、 青

少年の健全な育成に役立てます。

（左から） 鈴木空港対策監、 宮原茨城空港支店長、 北見

執行役員兼営業本部長、 島田市長、 羽鳥教育長

◀オリジナル文房具セット

電力の安定供給の一翼を担い
社会に貢献しています

株式会社日本エナジーコンポーネンツ

石岡市柏原4-2
Tel 0299-23-5002本社工場

電気を届けるために必要な部品や
ＥＶ用急速充電コネクタの製造販売
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火災防ぎょ訓練を行いました

防火水槽を設置しました

新しい消防団機庫 ・ 詰所を建設しました

■企業と連携した地域消防力の向上

３月５日、 フォルム株式会社茨城工場 （与沢）

のご協力のもと、 火災防ぎょ訓練を行いました。

当日は工場内の施設 （消防用水） 等を活用し、

市消防団第２中隊と小川消防署が合同で訓練

を実施しました。

訓練の計画段階だった２月２０日には、 近隣で

発生した火災の延焼拡大を防ぐため、 同社工

場の消防用水を活用した実例もありました。

今回の訓練などを通して、 消防団と消防署との

連携強化、 そして地元企業との協力体制の重

要性を再確認することができました。

令和４年度防衛省交付金を活用し、 市内 3 か

所に防火水槽を設置しました。 防火水槽とは

貯水設備のことで、 火災発生時の消火活動に

おいて消火栓と共に利用する重要な設備です。

震災等で消火栓が使用不可となった場合でも

使用可能な耐震性を有しています。 新たに防

火水槽を設置したことにより、 住民の皆さんが

より安心して暮らせる環境を整えることができ

ました。

■設置場所

①野田地区　②高崎地区　③堅倉地区

２月２８日、 令和４年度防衛省補助金を活用し

建設した、 市消防団第１３分団機庫 ・ 詰所 （外

之内地区 ・ 山野地区 ・ 川戸地区） が完成しま

した。 第１３分団の機庫は、 老朽化や分団統合

による機庫の統合、 団員数の増加に対応する

ため建設され、 ２台の消防車両が配備されて

います。

小美玉市第１３分団は新しい消防団機庫 ・ 詰所

を活用し、 これからも地域の安心安全を守り続

けていきます。

消防本部　小川消防署

☎ 0299- ５８-4611

問

消防本部　警防課

☎ 0299- ５８- ４５４１ （内線 122）

問

消防本部　総務課　地域消防係

☎ 0299- ５８- ４５４１ （内線１１１）

問

フォルム株式会社茨城工場での訓練の様子
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紹介します！わたしの学校 児童の学びを大切に

21

１．ICTを活用した授業　　２．６年生を送る会　　３．令和５年度始業式

3

問い合わせ　教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2231）

納場小には、「あいさつ」「思いやり」「読書50冊」

「朝ランニング」に進んで取り組む４つの目標が

あります。他にも、「か・が・や・く」納場小を合い言

葉に、「かがやく瞳、がんばりぬく姿、やさしい心、

くふうする優しい心」を意識して、明るく楽しい学

校を目指しています。

学校行事では、「納場っ子まつり」やぼん田くん

ファームでの米づくりなどを通して、学校全体で

協力して過ごせるようにしています。

学校紹介

納場小学校

鴨
か も し だ

志田　直
な お や

哉 教諭

校章解説 ： 「みつばち」 はよく働く ・ 協力 ・ ま

とまりを、 「フリージア」 は春に咲くかれんな

花で、 友情を表しています。

6 年

榎
えのもと

本　優
ゆ あ

杏 さん

本校は、児童がさまざまな集団活動を通して、お

互いの良さを認め、よりよい学校生活を送ること

ができるよう教育活動に取り組んでいます。ま

た、タブレットを上手に利活用し、児童一人ひとり

に個別最適化され、資質・能力が高められる教

育、ICT環境の実現を目指しています。児童の

学びを大切にし、日々全力で子どもたちと向き

合っています。

つくば市高野台3-20-1つくば店

0120-141-593
イ シ イ の い ぐ さ創業160余年の信用と実績

トイレ・浴室・キッチン・洗面台等の水廻り

外壁塗装 ・屋根・増改築・手摺取付・壁紙

住宅のお困り事も何でもご相談ください！

お電話ください

水戸ひたちなか店

石岡本店 石岡市大谷津3-10

ひたちなか市高場2332-1
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彦
根
藩
は
下

し
も
つ
け
の
く
に

野
国
佐
野
（
現
在
の
栃
木

県
佐
野
市
）
に
飛と

び
ち
り
ょ
う

地
領
を
持
ち
、
物
資
輸

送
の
た
め
藩
船
は
頻
繁
に
江
戸
川
を
往

来
し
て
い
ま
し
た
。

　

発
端
は
３
年
前
、
仙
台
藩
船
と
彦
根
藩

船
の
諍

い
さ
か

い
で
水
戸
藩
船
が
間
に
入
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
時
水
戸
藩
船
が
彦
根
藩
船

に
高
圧
的
な
態
度
を
と
っ
た
こ
と
が
、
彦

根
藩
に
深
い
恨
み
を
抱
か
せ
ま
し
た
。
以

来
彦
根
藩
船
は
、
水
戸
藩
に
関
係
す
る

船
を
見
か
け
る
と
、
航
行
を
妨
げ
る
行

動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
入
り
、
水
戸
藩
船
頭
は
彦
根
藩

船
六
艘
が
乗
組
員
を
増
員
し
て
江
戸
川

を
航
行
し
て
い
る
、
と
注

ち
ゅ
う
し
ん

進
を
受
取
り
ま

し
た
。
船
頭
は
藩
か
ら
の
加
勢
を
願
い
出

る
書
状
を
上う

わ

ど戸
運う

ん
そ
う
か
た

送
方
役や

く
し
ょ所

へ
送
り
ま

し
た
。
水
戸
藩
は
彦
根
藩
と
の
不
測
の
事

態
に
備
え
る
た
め
、
水
戸
の
城
下
や
江
戸

の
藩
邸
か
ら
水
主
や
目め

つ
け

か

た

付
方
な
ど
の
役

人
を
計
数
十
人
派
遣
さ
せ
ま
し
た
。

文
化
八
年
六
月
十
九
日 

 

～
水
戸
藩
と
彦
根
藩
　
宿
命
的
対
立
～

　

６
月
19
日
、
水
戸
藩
船
が
関せ

き
や
ど宿

（
現
在

の
千
葉
県
野
田
市
）
を
出
船
し
、
中
野
村

と
新

し
ん
し
ゅ
く宿

新し
ん
で
ん田

村
（
現
在
の
埼
玉
県
春
日

部
市
）
の
境
に
差
し
掛
か
っ
た
際
、
一
艘

の
彦
根
藩
船
と
行
き
合
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
彦
根
藩
船
の
水
主
数
人
が
水
戸
藩

船
に
乗
り
込
み
、
船
内
で
刀
を
切
り
つ
け

た
り
木
を
投
げ
つ
け
た
り
す
る
事
件
を

起
こ
し
、
水
戸
藩
船
の
桿か

ん
や
く役

（
警
護
）
と
水

主
の
二
人
が
水
死
し
ま
し
た
。
22
日
の
夜

に
は
、
彦
根
藩
船
か
ら
水
戸
藩
船
へ
切
り

込
む
事
件
が
再
び
起
き
ま
し
た
。

　

二
つ
の
事
件
は
水
戸
藩
七
代
藩
主
・

徳と
く
が
わ川

治は
る
と
し紀

の
怒
り
を
呼
び
、
家
老
中な

か
や
ま山

氏
を
通
じ
て
幕
府
の
勘

か
ん
じ
ょ
う定

奉ぶ
ぎ
ょ
う行

・
松

ま
つ
だ
い
ら平

兵ひ
ょ
う
ご
の
か
み

庫
頭
へ
訴
え
出
ま
し
た
。
８
月
、
水
戸

藩
の
船
頭
や
水
主
ら
が
数
度
に
わ
た
っ
て

評ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ょ

定
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
事
件
の
あ
ら

ま
し
や
身
元
な
ど
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 
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江
戸
時
代
、
水
戸
藩
を
は
じ
め
多
く
の

藩
の
藩
邸
は
江
戸
に
置
か
れ
た
た
め
、
領

地
か
ら
江
戸
へ
の
年
貢
米
や
生
活
物
資

な
ど
の
輸
送
に
は
船
を
用
い
ま
し
た
。
操

船
の
指
揮
監
督
を
と
っ
た
の
が
船せ

ん
ど
う頭

で
、

水
戸
藩
の
船
頭
の
多
く
は
小
川
（
下
吉

影
）
出
身
の
人
々
で
し
た
。
彼
ら
は
一
年

の
中
で
何
度
も
江
戸
ま
で
航
行
し
、
そ
の

途
中
で
は
船
同
士
の
口
論
や
傷
害
事
件

な
ど
が
度
々
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
船
頭
が
記
録
を
残
し
た
こ
と
で
、
後
世

ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
事
件
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
文
化
８
年
（
１
８
１
１
年
）
に

起
き
た
水
戸
藩
船
と
彦
根
藩
船
の
対
立

を
記
録
し
た
「
井い

い伊
殿ど

の

手て

ぶ

ね船
掛か

か

り
合あ

い

扣ひ
か
え

」

を
紹
介
し
ま
す
。

文
化
八
年
四
月
十
七
日 

 

～
水
戸
藩
と
彦
根
藩
の
接
触
～

　

４
月
17
日
、
水
戸
藩
船
が
宝ほ

う
し
ゅ珠

花ば
な

河が

し岸

（
現
在
の
埼
玉
県
春
日
部
市
）
付
近
を
航

行
中
、
彦
根
藩
船
と
行
き
合
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
彦
根
藩
船
の
水か

こ主
が
水
戸
藩
船

の
水
主
に
む
か
っ
て
「
か
ぶ
り
物
を
取
れ

（
＝
敬
意
を
見
せ
ろ
）
」
と
叫
び
ま
し
た
。

語
句
解
説

水か

こ主　

船
乗
り
で
荷
物
の
積
込
み
や
水
揚

げ
な
ど
の
実
務
を
担
っ
た
人
。

注ち
ゅ
う
し
ん進　

事
件
や
出
来
事
な
ど
を
書
き
記

し
て
急
ぎ
上
申
す
る
こ
と
。

上う

わ

ど戸
運う

ん
そ
う
か
た

送
方
役や

く
し
ょ所　

水
戸
藩
の
年
貢
米
な

ど
の
物
資
輸
送
業
務
を
担
っ
た
機
関
。
元

和
期
（
１
６
２
０
年
代
）
頃
、
小
川
に
設
置

さ
れ
、
享
和
３
年
（
１
８
０
３
年
）
頃
に
上

戸
（潮
来
市
）へ
移
転
し
た
。

目め
つ
け
か
た

付
方　

監
察
を
務
め
る
役
職
。

勘か
ん
じ
ょ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

定
奉
行　

江
戸
幕
府
の
職
名
。
訴
訟
や

財
務
・民
政
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。

評ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ょ

定

所　

江
戸
幕
府
最
高
の
裁
判
機

関
。
重
要
な
裁
判
・評
議
を
行
っ
た
所
。

10
年
（
１
８
１
３
年
）
閏

う
る
う

11
月
、
幕
府
か
ら

家
老
中
山
氏
に
対
し
、
彦
根
藩
関
係
者

を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
水
戸
藩
に
対
し

て
も
今
後
こ
の
よ
う
な
騒
ぎ
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
気
を
付
け
て
ほ
し
い
旨
の
お

達
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
戸
藩
船
と
彦
根
藩
船
の
対
立
か
ら

約
50
年
後
、
安
政
７
年
（
１
８
６
０
年
）
３

月
３
日
に
起
き
た
「
桜
田
門
外
の
変
」
で

は
、
水
戸
浪
士
ら
が
大
老
井い

い伊
直な

お
す
け弼

を

襲
撃
し
ま
し
た
。
水
戸
藩
船
頭
の
任
務
の

一
つ
に
は
、
航
行
中
の
出
来
事
を
記
録
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
「
井
伊

殿
手
船
掛
り
合
扣
」
は
両
藩
の
対
立
や
将

来
を
暗
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

井伊殿手船掛り合扣
（小川資料館所蔵）

小
川
の
船
頭
が
記
録
し
た
「
水
戸
藩
船
と
彦
根
藩
船
の
対
立
」
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玉
里
短
歌
会

生
寿
司
を
食
み
つ
つ
昔
を
思
い
出
す
一
汁
一
菜
お
し
ん
こ
う
の
味

半
世
紀
夫
と
暮
ら
し
し
河
原
子
の
海
鳴
り
今
も
耳
に
聞
こ
ゆ
る

マ
ス
ク
取
り
祝
辞
を
う
け
る
新
入
社
員
希
望
に
満
ち
て
頬
赤
く
染
む

も
の
言
わ
ぬ
石
の
仏
は
雨
の
中
肩
を
よ
せ
あ
い
笑
顔
を
た
た
ふ

昼
下
が
り
緑
さ
や
か
な
菜
花
摘
む
ほ
ろ
に
が
き
味
は
春
の
よ
ろ
こ
び

鶴　

町　

文　

男

正　

木　

敦　

子

松　

田　

通　

喜

高　

田　

久　

子

石　

橋　

吉　

生

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

大
雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ
し
人
び
と
の
春
へ
の
思
い
如
何
許
り
か
な

珈
琲
の
香
り
漂
う
こ
の
朝
も
す
ず
め
が
庭
で
餌
を
啄
む

わ
が
庭
の
片
隅
に
咲
く
福
寿
草
霜
お
り
た
朝
春
を
告
げ
お
り

寒
々
と
冬
の
一
日
を
蓮
田
掘
る
胸
ま
で
浸
り
泥
に
ま
み
れ
て

寒
き
夜
恋
猫
の
声
響
き
お
り
車
過
ぎ
行
き
戻
る
静
け
さ

小
川
短
歌
会

そ
れ
な
り
の
短
歌
を
詠
ん
で
八
十
路
な
り
歌
歴
は
長
く
と
も
上
達
は
な
し

や
す
ら
ぎ
は
う
す
く
れ
な
い
の
ね
む
の
花
山
道
ひ
と
り
い
や
さ
れ
歩
む

花
粉
と
ぶ
季
節
く
る
た
び
禿
山
に
杉
苗
植
え
し
昭
和
期
の
顕
つ

ま
た
七
日
寿
命
の
び
た
と
初
物
の
く
さ
餅
食
す
夫
の
ひ
と
言

ぶ
り
返
す
腰
の
痛
み
は
報
い
か
と
思
い
至
れ
り
あ
の
こ
と
な
ら
ん

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
沢　

清　

香

根　

本　

智
恵
子

佐　

藤　
　
　

正

石　

田　

は
る
江

中　

根　

良　

子

幡　

谷　

啓　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

芋
の
芽
の
い
で
て
余
生
の
力
な
り

桜
舞
う
公
園
め
ぐ
り
吟
行
す

花
冷
え
の
窓
に
貼
り
出
す
新
ク
ラ
ス

柏
原
水
面
に
浮
か
ぶ
花

は
な
い
か
だ筏

朝
刊
を
読
み
つ
く
す
日
の
春
炬
燵

み
の
り
俳
句
会

梅
の
香
の
置
か
れ
て
あ
り
し
古
希
の
膳

山
笑
ふ
一
斉
雲
を
寄
せ
つ
け
ず

紅
梅
の
力
た
め
た
る
蕾
か
な

福
袋
買
ひ
た
し
気
持
元
気
無
し

崖
の
蝶
ふ
は
り
ふ
は
り
と
子
規
の
句
碑

佐　

藤　

清　

子

島　

田　

草　

心

白
根
澤　

清　

香

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

網　

代　

奈
津
江

岡　

島　

禮　

子

矢　

口　

冨　

久

村　

田　

妙　

子

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

花は
な
い
か
だ筏
即
か
ず
離
れ
ず
五
十
年

夕
桜
こ
と
に
ひ
と
り
の
厨

く
り
や
ご
と事

朝
刊
の
皺
に
包
ま
る
花は

な
な菜
買
ふ

車
座
の
盲
導
犬
に
花
吹
雪

鉄
砲
に
な
ら
ぬ
土
筆
の
目
指
す
空

く
る
み
俳
句
会

大
欅
広
げ
る
枝
の
若
葉
か
な

し
っ
と
り
と
田
畑
湿し

め

ら
す
春
の
雨

雨
降
り
て
艶
の
深
ま
る
若
葉
か
な

背
を
反
ら
し
見
上
ぐ
る
枝
垂
れ
桜
か
な

花
に
酔
ふ
み
ち
の
く
ひ
と
り
古
寺
か
な

堀　

内　

い
づ
み

松　

崎　

淑　

子

安　

彦　

昭　

子

大
曽
根　
　
　

宣

小　

原　

エ　

ミ

斉　

藤　

富　

子

ま　

め　

す　

け

鶴　

町　

文　

男

野　

口　

初　

江

長
谷
川　

光　

男

た
ま
り
俳
句
会

草
の
芽
や
荒
れ
た
る
庭
の
動
き
だ
す

戦
時
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
春
の
草

朝
日
中
土
手
の
草
刈
る
山
羊
の
餌

甘
党
の
父
の
忌
日
や
草
団
子

花
冷
え
や
姉
の
訃
報
に
空
仰
ぐ

石　

井　

昭　

夫

枝　

川　

白　

水

小　

林　

岳　

悠

橋　

本　

昇　

丘

江　

戸　

忠　

男

小
美
玉
川
柳
会

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
っ
て
兜
の
緒
を
し
め
て

畑
か
ら
も
ら
う
元
気
で
種
を
ま
く

お
せ
っ
か
い
も
な
く
な
り
近
所
遠
く
な
る

船
旅
が
似
合
う
夫
婦
が
老
い
て
い
る

｢

頑
張
る
ぞ｣

わ
し
も
甘
辛
二
刀
流

榎　

本　

喜
代
子

三　

村　

れ
い
子

長　

島　

美
奈
子

長　

島　
　
　

昭

長　

島　

久
美
子

寄
　
稿

（中
央
高
校
芸
術
部
）

新
緑
の
き
れ
い
な
緑
が
目
に
入
り
心
落
ち
つ
け
夏
を
待
つ

五
月
雨
に
悩
む
私
を
見
つ
め
る
の
は
窓
に
映
る
ほ
ん
と
の
私

德　

永　

一　

葉

助　

川　

佳　

穂
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

（広報おみたま４月号の表紙を見て）フットワークの軽い市
長さんですね！桜と菜の花をバックに、ヘルメットを締める
お姿。　タイトルにぴったりのポーズと表情でした！　栃木市

（市内の大学生たちが制作した短編映画「あのころ」の
記事を見て）素晴らしいです！（拍手） 応援してます！
頑張れ～！！　　　　　　　  インスタグラムのコメントより

作者紹介　

中央高校芸術部です。

美術 ・ 小説 ・ 手芸など色々な活

動をしているので、 ぜひホーム

ページを見てみてください！

後日差し替え

Vol.32 「やりすぎ」

4コマ小美玉暮らし

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。

3月～5月は中央高校芸術部が担当します。

小美玉にはカッパ、大だら法師、大ヤマカガシなど、様々な
妖怪が伝わっています。妖怪情報をお持ちのかたはぜひ
教えてください！　　　　　 生涯学習課　石井（入庁２年目）

鶏卵生産が県内１位とのこと。卵好き一家、応援しており
ます！！　東京都40代（ふるさと納税応援メッセージ）

広報おみたま、全国3位！

Watashi Omitama vol.4 好評「渡し」中！

読みやすい紙面や企画性のある特集記事

が高い評価を得ました

「自治体広報の甲子園」 と言われる全国

広報コンクールで、 「広報おみたま2022

年９月号」 が入選２席 （全国３位） を受賞

しました。 広報紙部門での受賞は２年連

続２回目で、 市が進める 「読みやすく魅

力あふれる市民主役の広報紙づくり」 の

取り組みが全国的に評価されました。

「エシカル消費」 特集の企画趣旨

以前制作したSDGｓ特集の反響が大き

かったことから、 より生活に身近な 「買い

物」 がテーマの 「エシカル消費」 を特集

しました。 「わたしにもできそう」 を合い言

葉に、 エシカル消費を実践する等身大の

市民の姿を紹介。 シンプルライフに興味が

ある人々に見てもらえるよう、 市内出身の

俳優 ・ 廣木葵さんを起用し撮影した写真

を使い、 シンプルで洗練された紙面を目

指しました。

「まずはやってみる」！市民が挑戦したプロジェクトを紹介

市民主体のシティプロモーションを紹介す

る魅 力発信 誌 「Watashi Omitama 

vol.4」 を発行しました。 公共空間の活

用をテーマに、 市民がプチマルシェに挑

戦した 「小美玉やってみるプロジェクト」

の活動内容や参加者の声を掲載。 「私、

小美玉」 と 「渡し、 小美玉」 の２つの

意味が込められた冊子は、 市内の公共

施設や店舗でお「渡し」 しています。

魅力発信課　シティプロモーション係　☎0299-48-1111 （内線1252）問

魅力発信課　シティプロモーション係　☎0299-48-1111 （内線1252）問

令和５年全国広報コンクール　広報紙部門　入選2席

広報おみたま2022年9月号受賞
作品 未来を選ぶお買い物「エシカル消費」特集

受賞した広報紙を見る ▶

009186ID
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